
２０２４年１０月３１日 

 

 

「ＰＣ２００１N」（Ｖｅｒ１．０４）改訂内容 
 

１、 コンクリートの単位体積重量を計算に使用する比重の入力を省略した場合、Fc50 以上は 

比重 24 としました。 

      

 

 

 

 

 

２、 耐震壁の評価方法をエレメント置換に変更しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３、 柱梁のピン接合指定入力を追加しました。 

 

 

 

 



 

４、 対話入力に下記の機能を追加しました。 

    ・値のコピー貼り付け 

    ・行の入れ替え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５、 対話入力の下記部分を修正しました。 

   ・上下鉄筋の重心のテキスト変換を修正しました。 

 

６、 断面検定結果に断面形状、PC 鋼材を表現しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

７、 架構モデルの断面サイズの表示を出力有無の選択機能を追加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８、 凡例計算式を追加しました。 

   ・断面検定表(3)の凡例を追加しました。 

 

 

 

 



 

９、 せん断終局耐力式に塑性ヒンジ考慮式を追加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

塑性ヒンジ考慮式 

Qu = min(Qu1,Qu2,Qu3)
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Fc ： コンクリートの設計基準強度

pwe ： 有効補強筋比

aw

be・s

ただし、pwe≧0.002とし、pwe>0.012の場合はpwe＝0.012とする。

be ： トラス機構に関与する断面の有効幅で，断面重心位置の外側横補強筋のせ

ん断力直交方向への芯々間隔とする。スラブの効果については考慮しない。

je ： トラス機構に関与する断面の有効せいで，外側横補強筋のせん断力方向へ

の芯々距離とする。

ν2 ： コンクリートの圧縮強度の有効係数 ν2= (1-20Rp) νo

νo ： ヒンジを計画しないときの有効係数 νo=0.7-Fc/200

Rp ： 終局限界状態でのビンジ領域の回転角(rad)

μ ： トラス機構の角度を表す係数μ =2-20Rp

λ ： トラス機構の有効係数で次式による。
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bs ： 横補強筋の断面方向の最大間隔

tanθ1 ： 次式による

D

2L

L     L

D     D

；(L/D≧1.5の場合)

；  (L/D≧1.5の場合)tanθ1＝ ＋1  ー

pwe＝
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１０、 施工時の許容値に PC 規準式を追加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【PC 規準 2022 年】 

工法 

施工時 長期設計荷重時 短期 

圧縮 (fc’) 
引張 

(ft’) 
斜張 

(fti) 

圧縮 

(fc) 

引張  

(ft) 

斜張

(fti) 

せん

断 
圧縮 せん断 

PCⅠ 0.45Fc かつ

Fci/1.7 

B 
1.35B Fc/3 

0.0 
B - - - 

PCⅡ 2B B 

B  : 0.49+Fc/100 

PRCⅢと RC の許容値は PC 規準 1998 年と同じ 

注） Fciは入力値によります。入力がない場合はFci=Fcとして自動計算を行うため、圧縮許容応力度がPC

規準1998年より大きな値となる場合がありますので注意してご使用ください。 



 

１１、 有効率ηの入力を追加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２、 断面検定の判定が NG の場合赤字表記に変更しました。 

 

 

 

 

 

 

 

１３、 剛域自動計算の機能を追加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１４、 ＰＣケーブルを連続した梁に部分的に延長した梁を断面検定する機能を追加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象となる梁 



 

 



 

１５、 台形、I 形のせん断力検討用の幅は、最小幅を採用するように修正しました。 

 

 

１６、 断面検定表のタイトル表記の一部を修正しました。 

 

 

１７、 Pw が 0.2％を下回る場合、断面検定表に赤字で注意を表示する仕様に変更しまし 

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１８、 荷重項の出力に設計時の値を表示する仕様に変更しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


